





大乗仏教の興起に伴い,イ ン ド仏教史上に出現した浄土教は,〈 無量寿経〉
を核 とす る浄土経典にみ られるように,実 に多 くの思想を背景に成立している。
その中でも本願思想は,阿 弥陀仏の衆生救済の根拠を示す ものとして重要な地
位を占めていることは言 うまでもない。このような理由で,「 浄土教における
誓願説」 と言えば,そ れはとりもなおさず 「法蔵菩薩の誓願(ま たは阿弥陀仏
の本願)」を想起せしめる。否,浄 土教のみならず大乗仏教一般においても,注
目されるのは,専 ら衆生を救済する側である仏 ・菩薩の誓願説である。しかし
ながら,浄 土経典に 目を通すと,そ こには法蔵菩薩の誓願説および阿弥陀仏の
本願説等,衆 生を救済する側の誓願説と平行 し,救 済されるべき衆生の側の誓
願説も説かれているとい う事実を看過すべきではなかろう。何故なら,両 者の
誓願説の起源を辿るべ く,初 期仏教以来の誓願説を,あ る特別な視点(こ れが
本稿の視点 となる)か ら考察してみると,両 者の誓願説はその起源を異にする
ものであ り,同 一の思想基盤の上に展開していったものとは考え難いからであ
る。 ところが,浄 土教典の誓願説に関する従来の研究では,d'i一 する側の誓願
説が研究の対象になることはあっても,救 済 される側の誓願説が取 り上げられ
ることは非常に稀で,さ らにその両者の誓願説の相違 ということになると,全





扱った従来の研究では,誓 願(文)の 内容に主眼を置 くとい うのが,基 本的な
姿勢であったと考えられる。つまり,そ の内容が在家的であるか出家的である
か,ま た出家的である場合,そ れは自利のみを意味しているのか,あ るいは利
他をも含んでいるのか等が問題にされてきたのである。この立場は,誓 願の内
容の変遷か ら,そ の展開を跡づけようとするものである。無論,誓 願の内容に
注 目することは,誓 願思想を考}る 上で重要な視点ではあるが,こ れのみを以
って誓願思想の全貌を理解 し得たとするのは早計であろう。そこで本稿では,
これにもう一つの視点を加えて誓願思想を考察 してみたい。その視 点 と は,
「行為」すなわち 「誓願を成就させる行為」 との関係において,誓 願思想を理
解せんとするものである。このような視点か ら誓願思想を考察 してみると,あ
らゆる誓願説は,お よそ二種に分類できよう。二種 とはすなわち,誓 願を成就
させる行為が誓願する前にある場合と,後 にある場合とである。前者の場合,
誓願を成就させるのは,誓 願前の 「善業」であ り,後 者の場合は,誓 願 後 の
「行(carya)」 である。これを図式化すれぼ,そ れぞれ,「 善業→誓願」,「誓
願→行」となる。便宜上,前 者の誓願説を 「誓願説 王」,後 者の誓願説 を 「誓
願説H」 とし,各 々の誓願説の起源および展開の過程を整理してい くことにす
るが,そ の前に 「誓願」の原語についてみてお くことにする。
普通 「誓願」と訳される原語は,サ ンスクリットでは,pra・piVdhaお よび
この語根から派生するpranidhana,pranidhiで ある。この語は 「置 く,向 け
る」とい う意味を基本にした語で,本 来 「誓願」を意味 しないが,仏 教文献で
はcitta等 の語と共に用いられることが多く,「心を(ど こかに)向 け る」と
い うところか ら,派 生的に何らかの願望的な意味を持っようになったと考えら
れるが,仏 教以外のイン ドの文献では,こ の鮴 で使用されることはな く3)仏
教独自の用法 となっている。 ところで,誓 願思想を研究する場合には,こ の語
を基本にし,こ の語のすべての用例を検討 していかねばならないが,本 稿では,
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誓願の内容とその誓願を成就 させる行為 とい う視点か ら誓願思想を論じている
ため・誓願文を持たないpra-piVdha等 の原語およびそれに類する漢訳に関し
ては,研 究の対象外 とす る。逆に,そ れ らの語がな くても,誓 願文のある場合,
またpra-ni-4dha以 外の語 と共に誓願文が説かれている場合は,こ れを研究
の
の対 象 とす る。
第 一 章 誓 願 説1
第 一 節 初 期 仏 教 経 典
誓願 説1は,「 善 業 → 誓 願 」 と表 現 し得 る もの で あ るが,ニ カー ヤ にお け る
誓 願 説1の 特 徴 は,い ず れ も来 世 の 生(特 に生 天)と 深 く関係 して い る点 に あ
る。 そ こで,ま ず 最 初 の用 例 として,S2V・5.7の 誓願 説 を み て み る こ とにす る。
〔悪 魔 が シ ー ス ー パ チ ャー ラ ー比 丘 尼 に言 う。〕 三 十 三 天,夜 摩 天,そ し て ま
た兜 率 天,化 楽 天,〔 他 化 〕 自在 天 の神 々,そ こに 〔生 まれ よ うと〕 心 を 傾
け よ(=誓 願 せ よ)。 汝 は楽 しみ を 受 け るで あ ろ う。
TavatimsacaYamaca/Tusitacapidevata/
Nimmanaratinodeva/yedevaVasavattino//
t・tth・ ・伽 鰍 飆 ゴ/・atimpaccanubh。ssa,5)
こ こ に説 かれ て い る よ うな 誓 願 説 が,誓 願 説1の 最 も原 初 的 な形 態 と考xら れ
る。 とい うの は,「 善 業 → 誓 願 」 の 中 の 善業 が,こ の用 例 で は 明確 に意 識 され
て い な い か らで あ る。 しか しそ の よ うに誓 願 す れ ば,そ れ は成 就 す る とい うの
で あ るか ら,当 然,誓 願 前 の 善業 は予 想 され て い る と見 るべ き であ ろ う。 何 故
な らば,業 報 思 想 に よ り,し か るべ き善 業 の な い者 が 善 趣 に生 まれ る こ とは な
い か らで あ る。 た だ 成 文 化 され るに は致 っ て い ない 。
次 に ε蹴41・10の 用 例 を み てい くこ とに す る。 こ こで は 重病 の チ ッタ居 士 の
も とに神 々 が 見舞 に や って来 て,彼 に対 して 次 の よ うに 告 げ る。





そ の理 由 と して 次 の よ うな説 明が な され る。
、 こ のチ ッタ居 士 は,持 戒 者 ・善 法 者 で あ る。 も し彼 が 「未 来 世 に転 輪 聖 王 に
な りた い 」 と誓願 す れ ば,持 戒 者 の心 の 向 き(=誓 願)は,清 浄 な るが故 に





こ の用 例 で は,誓 願 を 成 就 させ る善業 が幾 分 意 識 され て い る。 す なわ ち,チ ッ
タ居 士 が こ の誓 願 を成 就 させ るた め に は,誓 願 す る以前 に持 戒 者 ・善 法 者 で な
け れ ば な らず,そ の よ うな 善 業 を 有 す る者 の 誓願 で あ れ ば こそ,清 浄 で あ るが
故 に 成 就 す る とい うの で あ る。 こ こに,前 の 用 例 を 一 歩進 め た,「 善 業 → 誓 願 」
を 内容 とす る誓 願 説1が 説 か れ て い る。
さて,次 に あげ る二 つ の用 例 は,誓 願 を成 就 させ る善 業 が 明確 に され て い る。
まず 最 初 の用 例 は,出 家 者 に とっ ての 「五 つ の 心 の束 縛(pancacetasoviniba-
ndha)」 とい う教 説 の 第 五 番 目に み られ る。
そ して,さ らに また 友 よ,〔 あ る〕比 丘 は,あ る天 の部 類 〔に生 まれ た い〕
と願 って 梵 行 を 修 す 。 〔曰 く〕 「私 は,こ の禁 戒,戒,苦 行,あ る い は梵 行 に
よ っ て,天 あ るい は 天 の 部 類 とな ろ う」 と。(中 略)こ の 比丘 の心 は,熱 心,






また,「 八 つ の布 施 に よ る生 れ(atthadanuppattiyo)」 とい う在 家 的 な 教
説 の 中 に も,誓 願 説1の 用 例 が 存 在 して い る。
友 よ,こ の世 で,あ る者 は,沙 門 あ るい は 婆 羅 門 に,食 物 ・飲 物 ・衣 服 ・乗
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物 ・花 環 ・芳 香 ・塗 油 ・寝 台 ・房 舎 ・燈 明 を布 施 す る。 彼 は,布 施 した と こ
ろ の 〔果 報 〕 を 期 待 す る。 彼 は,王 族,婆 羅 門 あ るい は長 者 の大 家 が,五 種
の 欲 望 の対 象 を 具 足 し,所 有 し,満 足 させ て い るの を見 る。 彼 に は,こ の よ
うな 〔思 い 〕 が 生 じた 。 「あ あ,実 に私 は,身 が 滅 ん でか ら,〔 す なわ ち〕 死
ん で か ら後,王 族,婆 羅 門,あ るい は 長 者 の大 家 〔を 享 受 す る人 々〕 と同 じ
よ うな境 遇 に生 まれ た い ものだ 」 と。 彼 は,そ の 心 を 〔そ こに 〕 固定 し,集
中 し,修 習 す る。 低 次 に お い て は解 脱 した が,そ れ 以 上 は 修 習 され て い な い
彼 の 心 は,そ こ 〔の 境遇 〕 に生 まれ るた め の助 け とな る の で あ る。 実 に 私 は,
彼 を 持 戒 者 と言 い,悪 戒 者 とは言 わ な い。 友 よ,持 戒 者 の 心 の 向 き(=誓
願)は 清 浄 であ るが 故 に 成 就 す る。(以 下,六 欲 天,梵 天 に 関 して も同様 に













「五 っ の心 の束 縛 」 で は 「禁 戒 等 → 誓 願 」,「八 つ の布 施 に よ る 生 ま れ 」 で は
「食 物 等 の布 施 → 誓 願 」 を それ ぞ れ 内 容 とす る誓 願 説 が 説 か れ て い る。 これ ら






第 二 節 本 生 経 類 その1
本 節 で は,本 生 経 類 所 説 の誓 願 説 の うち,初 期 経 典 所 説 の 誓願 説 と同類 の も
の に つ い て考 察 して い く。
〔A〕Apadana(以 下Ap.)
Ap.に み られ る誓 願 説 は,初 期 仏 教 所 説 の誓 願 説 を 偈 頌 の 形 で見 事 に定 型 化
して い る。 仏 陀 の譬 喩 で は次 の よ うに説 か れ てい る。
私 は心 か ら布 施 を し,心 か らの浄 信 を 持 って い た 。 すべ て の覚 者,独 覚,勝
者 た る声 聞達 を供 養 した 。 この善 業 と,心 を 〔三 十 三 天 に〕 向 け た(=誓 願






この他 に もAp.に は,こ れ と同類 の誓 願 説 が 数 多 く説 か れ て い るが,そ の パ
タ ー ソ はす べ て 同 じであ る。 す な わ ち,a一 句 で善 業 を,b一 句 で 誓 願 を,そ し
てc・d一句 でそ の果 報 を 説 き,初 期 仏 教 所 説 の 誓 願 説 を如 実 に継 承 し て い る。
a一句 で の善 業 は 布施 が一 番 多 く,ま たc.d一 句 の果 報 を説 く箇 所 で は,様 々 な
内 容 が 認 め られ るが,三 十 三 天 へ の 再 生 が 最 も多 い 。
〔B〕Jataka(以 下Ja.)
Ja・ の中 に は,「 誓願 」 を意 味 す る と思 わ れ るpa・ ゆVdha等 の語 は見 い 出 し
得 な い が,patthanaの 用 例 は,pa-ni～!dhaの 用 例 と極 め て近 い も のが あ るの
12)
で,こ こで はpatthanaの 用 例 を考 察 す る こ とにす る。
Ja.547の 中 に は,二 人 の姉 妹 が,そ れ ぞ れ ビバ ッシ ン仏 を供 養 し て か ら,
誓 願(patthana)す る とい う物 語 が あ る。
-42一
浄土経典にみ られ る二種の誓 願説
姉 は,栴 檀 香 を 以 って 十 力 尊 の 黄 金 色 の 身体 を供 養 した 後,残 りの香 粉 を香
殿 に 撒 布 し,「 大 徳 よ,未 来 世 に は,あ な た 達 の よ うな 仏 の母 に な ります よ
うに 」 と誓 願 を な した 。 〔一 方 〕 妹 は,如 来 の 黄 金 色 の 身 体 を,す ぐれ た華
鬘 か ら作 られ た胸 飾 りで供 養 し てか ら,「 大 徳 よ,私 が 阿 羅 漢 果 を 作証 す る








この後,姉 と妹 の な した 誓 願 が,い ず れ も成 就 した こ とが 記 され て い る。 こ こ
で も,「 仏 の供 養 とい う善 業→ 誓 願→ 成 就 」 とい う流 れ の 中 で,誓 願 説1が 展
14)
開 して い る。
〔C〕 『増 壹 阿 含 經 』
巻 第 五 十 で は,仏 陀 の 本 生 話 を 説 く中 で,次 の よ うな誓 願 説 が み られ る。
復 與 長 者 居 士 作 婦 。 爾 時 長 者 婦 復 以 妙 衣好 服 奉 上 如 来 。 發 此 誓 願 。 使 我 將 來
二ニ ー レノ ニ ー 二 一:二 一15)
之世得作女身。時彼婦女命終之後生三十三天顏貌端正勝彼天女。
レノ ニ 　 ニ 　 ニ 　




My.に は,こ のような誓願説が,比 較的多 く説かれ,特 に十地品の中の第五
地では,そ の傾向が顕著である。その一例を示せば以下のごとくである。
アパ ラージタという名の転輪聖王がいた。清浄心を具足せる彼は,人 間の主
た る十力 〔尊〕に,次 のように言った。 「私は七宝によって輝き,多 くの宝
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石 を 飾 りつ け た,こ の 八 十 四 以 上 の 素 晴 し い 精 舎 を あ な た に 布 施 い た し ま
す 」。 王 は,そ れ を 布 施 と し て 与 え,か の 人 間 の 主 〔た る 仏 〕に 誓 願 し た 。r私







このよう嫻 例は,こ の同L五 地において,他 に四例を数え得巍 そ してそ
の誓願の内容には,以 前にみてきた在家的なものから,出 家的(自 利)な もの
へ という推移の跡が窺えるが,「 善業→誓願」という誓願説1の 原則はよく守
られている。
第三節 本生経類 その2
本節では,誓 願説1の 中でも,誓 願文の内容に変化がみ られるものにっいて






是贓 内を 働 名巳躍 ・瞰 使人是鯨 塾鉢桝 乞倉・肥 便峰 念・
今 v・ 鄲 郷 髄 歟 ・貍 發此題遊 此功徳饕 三惡榊 。
僖我當來之世。亦當値如此聖奪。亦當使彼聖奪爲我説法時得解脱。19)　 ワ 　 ニュ レ ニニ 　レ




るが,そ の誓願文の冒頭に 「此の功徳を持 して」 とい う語がみられる。この部
分が,従 来の誓願説にはみられなかったところである。このように誓願前にな




こ の中 で は,第 一 章 の十 話(た だ し第 五 話 は 欠)に,す べ て この形 の誓 願 説
が 説 か れ てい る。 そ の 中 の第 一 話 を み る と,プ ール ナバ ドラ とい う婆 羅 門 は,
仏 お よび比 丘 衆 に食 を 施 し,浄 信 を生 じた後,次 の よ うに誓 願 す る。
〔彼 は〕世 尊 の両 足 に 跪 い て,誓 願 した 。 「私 は,こ の 善 根 に よ り,発 心 に よ り,
そ して 施 物 を施 す こ とに よ り,導 な き,案 内 者 な き盲 目の 世 間 に お い て,仏
陀 とな り,救 済 され ざ る衆 生 達 に とって は,〔 彼 らを 〕 救 済 せ しめ る者 とな
り,解 脱 せ ざ る 〔衆生 達 〕 に と って は,〔 彼 らを 〕 解 脱 せ しめ る者 とな り,
安 穏 な らざ る 〔衆 生 達 〕 に と って は,〔 彼 らを〕 安 穏 な ら しめ る者 とな り,








發大誓願。持此施鰭 勵 徳.未 來世帽 冥衆生=2　 ・騨 鱆 爲聯
夜。融 轟 聢 雌 ・輝 騨 跡 徽 ・歩安騨 貯 雉 舞 撃静
入23)。
他6箇 旅 みられ罐 願轟,ほ ぼこれと同じで泊 利利他を内容としている




ウパ ー リ ・ガ ン ガパ ー ラ本 生 話 で は,彼 ら二 人 が独 覚 に会 い
,信 仰 心 を 生 じ
て そ の 独 覚 に 粥 を施 した後,そ れ ぞ れ 誓 願 を立 て る。
今,彼 の 二 人 は,喜 悦 と歓 喜 を生 じ,誓 願 を 立 て た。 一 人 が 言 っ た
。「こ の善
根 に よ って,支 配 者 た る 灌頂 王 とな ります よ うに」。 〔また 〕 も う一 人 が 言 っ
た。 「この善 根 に よっ て,婆 羅 門 の大 家 の家 族 に,祐 福 で
,大 い な る財 産 と
資産 を所 有 す る者 と して 生 まれ ます よ うに」
todanipritisaumanasyajatahpranidhanamutpadenti//ekoaha//




この 後,二 人 の誓 願 が 成 就 した こ とが,直 ち に 記 され て い る
。 この他 に も,My.
には自利利他を内容とするA説 カミ説かれてい巍
以上,初 期仏教に始ま り,本 生経類へと継承されていった誓願説1の 用例を
考察 してきた。そ して,そ の誓願の内容に注目するならば,そ れは,在 家的な






誓願説1が,善 業と来世の生 と深 く関係 していることは,こ れまでの用例か
らみて明白であ り,「 善業→誓願→善趣」を内容としていることは,す でに考
察 したとうりである。一方,善(悪)業 によって善(悪)趣 が決定されるとい
う,い わゆる業報思想は,ニ カーヤ中,随 所にみられ,「 善業→善趣」とい う
流れは,誓 願を必要 とせずに,充 分成立する。 しか らば,こ の両者の間には,
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いかなる差異が存在するのか。 これは,い わば誓願の持つ機能の問題 と言える。
そこで,こ の問題を明らかにするために,ニ カーヤにおける両者の善趣の説か
れ方に注 目してみたい。
「善業→善趣」とい う考え方で特徴的なのは,善 業も善趣もただ莫然 と説か
れ るのみで具体的な内容が知 られない点にある。したがって,あ る特定の善趣
に生 まれるための特定な善業とい うものは説かれず,特 定の善趣 と特定の善業
の問には,対 応関係が認め られない。人は何 らかの善業を為せば,い ずれかの
善趣 に生まれるであろうが,そ の善趣が どこであるかをあらかじめ知ることは
できない。したがって,特 定の善趣に生まれることを意図して,特 定の善業を
為す とい う用例は,ニ カーヤに関する限 り見い出し得ない。ところが,こ れに
誓願 とい う行為が加わるとどうであろうか。すでにみてきた ように,誓 願と共
に語 られる善趣は,具 体的な名称を以って表現されている点に注意しなければ
ならない。すなわち,善 業を為した後,誓 願することにより,死 後,自 分の生
まれたい善趣が,あ らか じめ決定(選 択)さ れ る仕組になっている。この場合・
重要なのは善業の内容ではなく,誓 願とい う行為である。誓願すれば,あ る特
定の善趣に生まれ ることが可能であるか ら,た だ莫然 と 「善趣に生 まれたい」
と誓願する用例はない。何故なら,そ のためには善業を為すだけで充分であ り,
誓願 を必要としないか らである。また,こ の特徴は,pra-piVdhaの みならず
praVarth等 の 「願望」を表す語にも認められるし,あ るいは単に・ 「このよ
うに思った」 として表現されることもある。要するに,ど のような善業でも,
それを為 した後,ど こかある特別な善趣に生 まれるように誓願 した り,望 んだ
り,あ るいは単に心に思 うだけでも,そ の願いは成就するのである。したがっ
て,誓 願説1の 特徴は,既 に為した善業の方向性を特殊化し,決 定することに
あ ると考}ら れる。




第 二 章 誓 願 説 豆
第 一 節 丁乃群 αρ厩 觴(以 下'hag.)で の例 外 的 用 法
Thug.の パ ッチ ャヤ長 老 の箇 所 で は,次 の よ うな誓 願 説 が み られ る。
私 は五 日前 に 出 家 して学 ぶ 者 で あ り,心 は まだ 完 成 して い なか った 。 精 舎 に
入 った私 の心 に,誓 願 が お こ った 。 「渇 愛 とい う矢 が 引 き抜 か れ な い限 り
,






こ こで は,誓 願 説1と 違 い,誓 願 す る以 前 に 何 ら善 業 は為 され てお らず
,ま
虎 誓 願 を成 就 させ る の は,誓 願 後 の行 為 で あ る こ とか ら
,こ の用 例 は,一 応,
誓 願 説Hと 考 え られ る。 この他 に も7'hag.で は,こ の よ うな誓 願 説 が 二 箇 所
　の
で説 か れ ・ 南 伝 の註 釈 書 に よる と,こ れ ら二 例 のpanidhiの 用 例 は,abhini一
齬 ・a(決 意)と 鰍 され て い 縲 す 姉 ち,Thag.に み られ るP。nidhiは,
いずれも出家者の決意を表明していることになる。 しかし,こ こで注意すべき
点は,既 に黼 されているよ認1こ のよう嫻 例緋 常晞 で励,こ の他
に は ・ ほ とん どみ られ な い とい う こ とで あ る
。pra・piVdhaと い う語 の本 来 的
な用 法 は,前 章 で考 察 した よ うに 「善 業 → 誓 願 」 を 内容 とす る も の で あ り,
Thag.に み られ るpanidhiの 用 例 は
,例 外 的 な も の と考 え られ よ う。 この こ
とは,次 に考 察 す る誓 願 説 豆(特 に,燃 燈 仏 授 記 にお け るス メー ダ の誓 願 説 と
,
般 若 系 経 典 所 説 の誓 願 説)の 誓 願 文 と,pra・piVdha等 の語 との間 に は
,必 ず
しも一 定 の対 応 関 係 が 認 め られ な い こ とか ら も窺 い知 る こ とが で き よ う
。
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`'第 二 節 本 生 経 類
.・〔A〕Buddhavamsa(以 下By.)
こ こで は,ス メ ー ダ とい う婆 羅 門 が燃 燈 仏 に会 い,道 が泥 土 で あ らたた め,
自分 の髪 を解 き,樹 皮 の衣 と獣 皮 とを 泥 土 の 上 に敷 して 俯 せ に な り,そ の上 を
仏 お よび 諸hの 弟 子 が踏 み行 か れ ん こ とを 望 ん だ の ち,次 の よ うな 誓願 文 が説
か れ て い るQ
大 地 に 臥 した 私 の 心 に は,こ の よ うな 〔思 い 〕 が 生 じた 。 「私 は,望 む な ら
ば 今,我 が 煩 悩 を 焼 き尽 くす こ とが で き よ う。 〔しか し〕 私 が ここ で,み せ
か け だ け で法 を悟 っ て何 に な ろ う。 〔む しろ〕 私 は一 切 智 性 を獲 得 し,天 界
を 含 む 〔この世 〕 に お いて 仏 とな ろ う。 〔自己 の〕 力 を見 せ び らか し,私 一・
人 で渡 って何 に な ろ う。 一 切 智 性 を 獲 得 し,天 界 を含 む 〔この 世 間 の人 々〕
を渡 そ う。 最 上 者 に 対 して為 した,私 の この 奉 仕 に よ って,一 切 智 性 を獲 得
し,多 くの人 々を渡 そ う。 転 輪 の流 れ を 断 ち 切 り,三 有 を 滅 し,法 とい う船












この 誓 願 説 で は,誓 願 す る前 に 布 髪 とい う善 業 が な さ れ,ま た 誓 願 文 の中 で
「この 最上 者 に対 して為 した,私 の この奉 仕 に よっ て」 と語 られ てい るか ら,
.・
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誓 臘1と 同類 の よ うに 思 わ れ るカミ,実 際 をまそ の よ うに考 え るべ き で は な い
。
何 故 な らば,こ の よ うに 「仏 とな って 他 を 利 せ ん」 とい う誓 願 した 後
,そ の誓
願 を 実 現 せ ん が た め に,仏 に な るべ き法 を 詮 索 し
,輪 廻 を繰 り返 し なが ら,金
波 羅 蛮 を 実 践 し・ 諸 仏 を 供 養 し,実 際 に 悟 る まで
,実 に四 阿 僧 祗 十 万 劫 の年 月
を 要 して い るか らで あ る。
また この用 例 で 注 目す べ き点 は,こ の誓 願 文 が
,の ち にabhinihara(決 意)
とい う語 で 言 い 換 え られ,pra・piVdhaに 類 す る語 は
,全 く使 わ れ て い な い と
い うこ とで あ る。 この こ とは 誓願 思 想 を考 え る上 で非 常 に重 要 で あ り
,誓 願 説
丑に み られ る ゜r的な傾 向 で あ るか ら,本 節 の最 後 で この 問題 を取 り上 げ て み
た い 。
(B)Mahavastu
Mv.に もBv.と 同様,燃 燈 仏授 記物 語 の 中 で
,仏 陀 の前 生 で あ る メ ー ガ の
誓 願 説 が み られ る。Mu.で は,メ ー ガが 自分 の 髪 で燃 燈仏 の足 を拭 い て 供 養
した 後,次 の よ うに 誓願 す る。
彼 は この よ うな心 を生 じた。rあ あ,私 も また この世 尊 デ ィ ーパ ン カ ラの よ
うに未 来 世 に お い て,如 来 ・阿 羅 漢 ・正 遍 知 ・明 行 足 ・善 逝 ・世 間解 ・無 上
士 ・調 御 丈 夫 ・天 人 師 とな ろ う。(中 略)こ の世 尊 デ ィー パ ン カ ラの よ うに
〔自 ら〕 渡 って 〔他 を 〕渡 し,〔 自 ら〕 解 脱 して 〔他 を 〕解 脱 させ,〔 自 ら〕安
穏 を得 て 〔他 を〕 安 穏 させ よ う。 多 くの 人 々を 利 せ ん が た め に
,多 くの人h
の安 楽 のた め に,世 間 を憐 愍 せ ん が た め に ,多 くの 人 々 の利 益 のた め に,諸












この誓 願 文 は,By.と 同 じ く 「この よ うな心 を お こ した 」 と して述 べ られ てお
り,pra-piVdhaに 類 す る表 現 は な い が,誓 願 文 が 述 べ られ た 後 で は,cetopra-
nidhanaの 語 を以 って,こ れ を表 現 して い る。 この誓 願 説 は,1Vlv・ の 中 で他
に 六 箇 所 で説 か れ,多 少 の異 同 は あ る も の の,そ の 内 容 は ほ ぼ 同 じで あ る。 そ
して これ ら六 つ の誓 願 文 す べ てが,pra-piVdha等 の語 の も とに 説 か れ て い る
33)
わ け で は ない 。
〔C〕 『六 度 集 經 』
こ こで は,お よそ十 の誓 願 説Hが 説 かれ て い るが,そ の一 例 と して精 進 度 無
極 章 第 四 の 第 五十 五 話 で の用 例 を み て い くこ とにす る。
菩薩葎想 吟泣無寧 亘吾鬱得天師經典翫誦4v行 以攀璽佛 亀衆生疱命還
ヨの
本邏乎
ここでは,誓 願文の前にも後にも 「誓願」に類する表現はな く,た だ 「曰く」
として誓願文が語 られている。ここでも誓願後の 「得天師に従い,経 典翫誦 し,
行を執 る」ことがこの誓願を成就させる要因となっている。このあと経には,
隣 り町の凡夫から,仏 の三戒の一章を聞くために,そ の凡夫か ら出された条件,










さてこの誓願説Hが あるいは,「 誓願」という語 と,必 ず しも共に用い られ
ないとい うことは既に論 じたが,こ の傾向は誓願説Hを 説 く般若系の経典にお
いて,特 に顕著である。これらの誓願説を表にまとめると次のようになる。
〈本生経類〉
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この よ うに 誓 願 説Hと,pra-piVdhaあ るい は 「誓 願 」 とい う語 と の間 に,確
固 た る対 応 関 係 は認 め られ ず,特 に 般 若 経 所 説 の 誓 願 説 が,こ の こ とを よ く
　の
証明している。 この問題は,既 に藤田宏達氏によって指摘されているが,結 論
を出され るには致っていない。そこで今 この問題について考えてみると,こ れ
はpra-piVdhaと い う語の持つ特性 と,深 く係 っていると考xら れ る。すなわ
ち,誓 願文 と共に用いられるpra一加Vdhaは,大 乗仏教以前においては・基本
的に 「善業→誓願」を内容としていたために,「 誓願→行」を内容とする誓願
説 豆とは,本 来,相 容れなかったと考えられる。何かを願 うとい う点で,ま た
人間の行為と深 く関係 している点で,両 者は共通しているが,誓 願を成就させ
る行為 とい う点では,誓 願説1が,誓 願前の世俗的善業であったのに対 し,誓
願説nは,誓 願後の出世間的行であるとい うように,全 く異質の思想である。
すなわち両者は,成 立史的にみて異った基盤の上に展開してきたものであるか
ら,「 善業→誓願」を内容とするpra一垣Vdhaは,「 誓願→行」を内容とする
誓願説 豆を表現するのには,適 切な語ではなかったと考えられ るのである。 こ
のように考えると,藤 田氏の指摘,す なわち,B"・ や般若経の中で,誓 願文が
pra-piVdhaあ るいは 「誓願」等の語 と共に説かれていないという理由は理解
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され た こ とに な るが,そ れ で は何 故,誓 願 説Hが,Mv.や 『六 度 集經 』 等 に お
い て,徐 々 に本 来 性 格 の異 な るpra-niti!dhaや 「誓 願 」 等 の 語 と関 係 を 持 ち始
め,〈 無 量 寿経 〉 等 の大 乗 経 典 に到 っ て は,両 者 が 完 全 に 同 化 して し ま った の
か とい う疑 問 が新 た に生 ず る こ とに な る。 この 問題 に 対 す る明確 な 回答 は,今
の と ころ得 られ な いが,こ こで は,こ の両 者 の 結 び つ きを 可 能 に す る一 つ の根
拠 に つ い て のみ 述 べ て お きた い 。 す な わ ち それ は,By.の 用 例 の 中 で,誓 願 文
が 後 にabhiniharaの 語 で 表 現 され てい た こ と と,誓 願 説1と して は極 め て例
外 的 な用 例 で あ った'hag.所 説 のpanidhiな る語 が三 例 と も註 釈 書 で は
abhiniharaの 語 を 以 って解 釈 され て い た とい う二 っ の事 実 で あ る。 す なわ ち,
abhiniharaと い う語 を 介 せ ば,誓 願 説1とpra-piVdhaの 語 は結 び つ き得 る
可 能性 を有 して い る こ とに な るが,詳 細 な 研 究 は今 後 に譲 らね ば な らな い。
第 三 章 浄 土 経 典 に み ら れ る誓 願 説
第 一 節 誓 願 説 亙の 用 例
浄 土 経 典 所 説 の 誓願 説1は,救 済 され るべ き衆 生 の誓 願 説 へ と継 承 され て お
り,い ず れ も往 生 の 方 法 を 説 く箇 所 に み られ る。 た とえば く 無 量 寿 経 〉 で は,
往 生 す る衆 生 の機 根 を三 種 に分 け,そ れ ぞれ の往 生 の仕 方 を説 く,い わ ゆ る三
輩 段 で 説 か れ て い る。 まず,そ の 中 で も上 輩 の者 は次 の よ うに説 か れ てい る。
また,ア ー ナ ン ダ よ,お よそ い か な る衆 生 達 で あ っ て も,か の如 来 を行 相 と
い う点 か ら何 度 も作 意 し,多 くの 無量 の善 根 を植 え,覚 りに心 を傾 け,か の
世 界 に生 まれ た い と誓 願 す るで あ ろ うな ら,か の ア ミタ ーバ 如 来 ・阿 羅漢 ・
正 等覚 者 は,彼 らの臨 終 の時 が 近 づ い た時 に,多 くの比 丘 衆 に と りか こ まれ,
恭 敬 され て,〔 彼 らの前 に〕 立 たれ る で あ ろ う。 そ れ よ り,彼 らは か の世 尊














レノ ニニ 　 ニ 　 ニ 　 ニ 　 ニニ
薩道。奉行六波羅蜜經者。作沙門不虧經戒。慈心精進不當瞋怒。不當與
　 ニ 　 ニ 　 レ ニニ の ニ 　 レ 　 ニ
女人交逋。齋戒清淨。心無所貪慕。至誠願欲往生阿彌陀佛國。常念至心
　 まユ レノ ニ 　 レノ ニ 　
不斷絶者。基人便於今世求道時。皀卩自然於其臥止。夢中。見阿彌陀佛及






レノ ノ ニ 　 ニ 　 ニニ 　 ニ
徳願生彼國。此等衆生臨壽終時。無量壽佛與諸大衆。現其人前。皀卩隨彼
ロ レノ ニ ヘ ニ 　 ニ 　 ニ 　 ニ
佛 往 生 其 國800)
次 に 中輩 の 者 は次 の よ うに説 か れ る。
また,か の如 来 を 多 くは作 意 せ ず,ま た 多 くの 善根 を絶 えず 植}る こ とは し
な い が,か の 仏 国 土 に心 を 向 け るで あ ろ う衆 生 達 が い るな らば,色 ・姿 ・高
さ ・広 さの 点 で も,比 丘 衆 に と りか こまれ て い る点 で も,か の ア ミター パ如
来 ・阿 羅 漢 ・正 等 覚 者 と まった く同様 の化 仏 が,彼 らの 臨 終 の 時 に,〔 彼 ら
の 〕 前 に 立 た れ るで あ ろ う。 彼 らは,ま さ に如 来 を 見 て,浄 信 に 基 づ く三 昧













〔大 〕 其 中 輩 者 。 其 人 願 欲 往 生 阿...陀 佛 國 。 雖 不 能 去 家 捨 妻 子 斷 愛 欲 行 作 沙
レ ニ 　 　 レノ 　 レノ ニ ヘ ニ 　 　
門者。當持經戒無得虧失。盆作分檀布施。常信受佛經語。深當作至誠中
エ 　 ニ 　 レノ ニ 　 ニ ヘ ニ 　 ニ
信。飯食諸沙門。作佛寺起塔。散華燒香然燈。懸雜繪綵。如是法者。無
　 ニ ヘ ニ 　 レノ レ レノ ノり ニ 　 レノ レノ
所適莫。不當瞋怒。齋戒清淨。慈心精進。斷愛欲念。欲往生阿..陀 佛國。
ニ ー ニ ー ニ ー レ!二 ・一
一 日一 夜 不 斷 絶 者




ニ 　 レ ニ 　 レ レ 　 ニ 　
修功徳。當發無上菩提之心。一向專念無量壽佛。多少修善。奉持齋戒。
　 よ ニ 　 ニニ 　 レノ ニ 　
起立塔像。飯食沙門。懸繪然燈。散華燒香。以此迴向願生彼國其人臨終。
ニ 　 ニ 　 ニ 　 レノ レノ レノ レノ ニ 　
無量壽佛。化現其身。光明相好具如眞佛。與諸大衆現其人前。皀卩隨化佛
　の 　 　 　 　 　
往 生 其 國 。
梵 本 に は,pra一 垣Vdhaに 相 当 す る語 は な いが,(cittam)sa即pre§ayi§yanti
と い う語 は,pra-pi▽dhaと 極 め て低 い意 味 を 持 って い る。す なわ ち,こ の語
は,心(citta)と 共 に用 い られ る と,pra-piVdhaの 本 来 の 意 味 が そ うで あ っ
85)
た よ うに,「 心 を 〔ど こか に〕 向 け る」 こ とを 意 味 す るか らで あ る。 よっ て こ
の用 例 も,pra-piVdhaと 同 類 の 表 現 とみ る こ とが で き る。
最 後 に下 輩 者 は,次 の よ うに説 か れ る。
また ア ー ナ ソ ダ よ,十 た び 心 を 起 こす こ とに よっ てか の如 来 を作 意 し,か の
仏 国土 に 対 して 願 望 を お こ し,深 遠 な る諸法 が説 か れ つつ あ る時 に,満 足 を
得 て,怯 まず,絶 望 せ ず,落 ち 込 まず,た とえ一 た び 心 を起 こす だ け で も,
か の 如 来 を作 意 し,か の仏 国土 に対 して願 望 を起 こす で あ ろ う衆 生 達 もまた,
夢 の 中 で か の ア ミタ ー バ如 来 を見 て,極 楽 世 界 に 生 まれ,無 上 な る正 等 覚 よ















騨 讐 騨 繪舞・騨 諱 塔・鯵 緲 尸呈者・遡 難 獗 貪蕃・
得經疾慈心精進。不當瞋怒。齋戒清淨。如是法者。當一心念欲往生阿彌
レダ ニ 　 レノ レノ 　
陀佛國。晝夜十 日不斷絶者。壽命終皀口往生阿彌陀佛A89)・
〔無〕 其下輩者。十方世界諸天人民。其苞至蔓律毟彼國。假使℃能隹諸功毎。
韆 無上叢 之・墜・一向V乃 至+念 違 無量壽佛甦 其國・若騨 邃
歡喜信楽不生疑惑。乃至一念念於彼佛。以至誠心願生其國。此人臨終。
レ/二二90)一 二二 一 一 一L/二 一
夢 見 彼 佛 亦 得 往 生 。
この 用 例 も,梵 本 を み る限 り,pra-ni～!dhaに 類 す る語 は み られ な いが,sprha
(願 望)と い う語 は,如 来 を 作 意 す る とい う善 根 を 積 ん だ後,か の 仏 国土 に生
まれ た い と願 う箇 所 で使 わ れ て い るか ら,こ れ も 一一一章 第 四節 で み た よ うに,
誓 願 説1と み な して 問題 なか ろ う。
以 上 これ らの用 例 は,善 業 の内 容 こそ 各 々違 うもの の,そ の 後,誓 願 した り,
心 を 向 け た り,願 望 を起 こす な ど,基 本 的 に は,「 善 業 → 誓 願 」 とい う誓 願 説
1の 条 件 を 満 足 させ て い る。
次 に く 阿 弥 陀 経 〉 の用 例 を み て い く こ とにす る。 ここで の 誓 願 説1は 以 下 の
如 くで あ る。
また,実 に,シ ャー リプ トラ よ,衆 生 達 は,か の仏 国土 に対 して≡誓願 をお こ
す べ き で あ る。 そ れ は何故 か 。 そ こに お い て実 に,こ の よ うな善 き人 達 と会
う こ とに な るか らで あ る。 シ ャ ー リプ トラ よ,衆 生 た ち は,少 しだ け の善 根
で は,ア ミタ ー ユ ス如 来 の仏 国 土 に 生 まれ な い の で あ る。 シ ャー リ プ トラ よ,
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どの よ うな 善 男 子 や 善 女 人 で も,か の世 尊 ア ミタ ー ユス如 来 の 名 を 聞 き,聞
き終 って 作 意 し,一 ・夜,あ るい は二 夜,(中 略)あ るい は 七夜 の 間,散 乱 し
な い 心 を 以 って作 意 す るで あ ろ うな ら,か の 善 男 子 や 善 女 人 が命 終 の時 に,
か の ア ミタ ー ユ ス如 来 は,声 聞 の僧 団 に と り囲 まれ,菩 薩 の僧 団 に恭 敬 され
て,命 終 の者 の面 前 に立 たれ る で あ ろ う。 そ して,か の者 は心 が 巓 倒 す る こ
とな く死 ぬ で あ ろ う。 彼 は死 んで か ら,そ の 同 じか の ア ミタ ー ユ ス如 来 の仏
国 土 で あ る極 楽 世 界 に生 まれ るで あ ろ う。 そ れ 故 に,シ ャー リプ トラ よ,こ
こで私 は この 道理 を見 て,次 の よ うに 言 う。 善 男 子 や 善 女 人 は
,慎 ん で,























浄土経典Yrみ られ る二種 の誓願説
日。若七 日・一心不亂。其人臨命終壁。阿彌陀佛與諸聖衆。現在其前。是人
衢 噸 嘩 ロ騨 驪 陀佛鱗 鴎 舎禾暁 我瞿 櫞 違此RO若
苞衆生阻是遡者。壓當發願毟彼q。
〈阿弥陀経〉では,「 善業→誓願」とい う明確な形で誓願説1が 説かれている
わけではない一コi/¥/」・二番 目のpranidhanaは,cittaと 共に用い られているか ら,
初期仏教以来のA説1の 流れ齦 む ものと考えられ93)o
最後に 『觀無量壽經』であるが,こ こには,極 楽往生する者を九種に分けて
説 く箇所がある。その中の上品上生か ら中品中生 までの五つの段階に,そ れぞ
れ誓願説1が 説かれる。
慥 騰 ・及韋鯑 ・姓 西髄 九品ム・上品姓 者・髄 牲 韃 鬮 者.
奪三種蔓皀卩便往生・何v・ 一者至誠心・二者深心・三者廻向發願心。x
三'弊 必蜂 國・鮪 三種牲 ・韆 徃 ・何錦 三・堵 慈心碑 騨 戒
行。二者遺誦大乘方...・ 三者修行六傘廻向奪願生彼佛國。具此功徳。一
日乃至七日・皀卩解 生・(中 略)上 品中生者・至必髦持縫 欝 經寒。齪
麹 ・騨 毒 軽 鰻 ・灘 因果槌 大埀・墜此功徳・廻向麟 蝉 魍 。
(中略)上 品下生者・亦駟 果礎 大埀・但奪無髄'Ll・ 墜此功篭。廻矚
求蝉 綱 ・(中 略)幅 姓 者・髄 牲 髦持越 ・御 麟 ・啄 諸逡.
李運五逆。.,,.,.,.衆過題。墜此善提。廻向題求生於西方極樂世界。(中 略)中 品
中生者・若苞衆生・若一日一夜持八戒rl。若一日一夜持沙彌戒。若一日一夜
持具足戒。威驢 歓。以此i.一 廻向願求生鰈 亂 一 一
　 ヘ レノ 　 　 ニゴ 　 　








立 て る。 そ して,そ の 後,世 尊 が アー ナ ソダ に次 の よ うに述 べ る。
さ て,ア ー ナ ソ ダ よ,か の ダ ル マ ー カ ラ比 丘 は,(中 略)こ の よ うな これ ら





この 後,ひ き続 い て,ダ ル マ ー カ ラ比 丘 は,そ の誓 願 を 成 就 せ ん が た め に,自
利 利 他 行 を 修 した こ とが,言 葉 の限 りを尽 し て語 られ て い る。 漢 訳 も同 様 に,
ダル マ ー カ ラ比 丘 が,誓 願 の実 現 に 向 け て,勇 猛 に修 行 して い る姿 を 描 い て お
り,特 に 『無 量 壽 經 』 とr無 量 壽 如 来 會 』 で は,梵 本 同様,実 に 多 くの 言葉 が
これ に費 され て い る。 この用 例 は,如 来 の前 で誓 願 をた て,そ してそ の 後,そ
の 誓 願 を実 現 す べ く,非 常 に 長 い期 間 にわ た っ て修 行 し て い る とい う点 で,
「誓 願 → 行 」 を 内容 とす るBy.の 誓 願 説 と極 め て近 い も のが あ る。
な お 『觀 無 量 壽 經 』 に は,〈 無量 寿経 〉 の よ うに,法 蔵 比 丘 の誓 願(阿 弥 陀
96)
仏の本願)を 積極的に説 く箇所はな く,〈 阿弥陀経〉に到っては,極 楽のみ ご




起源 と展開とを考察 してきた。その うち誓願説1は 「善業→誓願」を内容 とし,
「すでになされた善業の方向性を決定するもの」と定義 し得 るものであった。
これに対し,誓 願説Hは 「誓願→行」を内容とするもので,「 これか らなすべ
き行の方向性を決定するもの」 と表現し得るものであった。 これ ら二種の誓願
説を,浄 土経典との関係において,成 立史的にみるならば,誓 願説1は,初 期
仏教以来の在家的な願いに端を発 し,浄 土経典の中では,救 済される側の衆生
の誓願へと継承 されていった。一方,誓 願説 皿は,By.に 代表される燃燈仏授
.1
浄土経典にみ られ る二種 の誓願説
記 の,ス メー ダの 誓 願(出 家 者 と して の決 意)に 起 源 を求 め る こ とが で き,浄
土 経 典 の 中 で は,特 に く無 量 寿経 〉 にお い て,衆 生 を救 う側 の法 蔵 比 丘 の誓 願
へ と展 開 して い った こ とが 理 解 され た。
この よ うに,両 者 の 誓願 説 は,成 立 史 的 にみ て,ま った く異 った 思 想 基 盤 の
上 に展 開 して い った もの で あ るか ら,両 者 を 同 じ レベル で と らえ,た だ 誓 願 の
内 容 が 発 達 して,初 期 仏教 所 説 の誓 願 説 が,大 乗 仏 教 の 誓 願 説 へ 展 開 し て い っ
た と考 え るべ きで は な か ろ う。
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